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共産党議員団は、区議会に学校給食を無料にする条例を提出しました。
議案提案権を活用した提案です。
この条例案は、今後区民文教常任委員会で審議されます。
すみやかに審議し実施できるよう奮闘します。

「
羽
田
空
港
増
便
に
よ
る
都
心
お

よ
び
港
区
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
計
画

の
撤
回
を
含
む
再
検
討
を
国
に
求
め

る
請
願
」
が
白
金
・
高
輪
地
域
の
７

つ
の
町
会
長
と
「
み
な
と
の
空
を
守

る
会
」
か
ら
提
出
さ
れ
、
約
50
人
の

傍
聴
者
が
見
守
る
中
、
交
通
環
境
等

対
策
特
別
委
員
会
で
審
議
し
ま
し

た
。請

願
は
、
国
の
説
明
会
に
参
加
し

た
住
民
の
多
く
は
、
計
画
の
内
容
を

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
「
耐
え
難
い
騒

音
」
、「
落
下
物
事
故
」
、「
不
動
産

価
値
の
下
落
」
な
ど
の
不
安
が
募
っ

た
こ
と
や
、
落
下
物
事
故
が
こ
の
間

多
発
し
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
も
重
大
関

心
事
だ
と
指
摘
し
た
上
で
、
請
願
を

採
択
し
て
「
撤
回
、
再
検
討
を
国
に

要
請
す
る
」
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

審
議
の
中
で
、
自
民
・
政
策
・
公

明
な
ど
は
、
請
願
は
理
解
で
き
る
と

い
う
主
張
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
は

請
願
者
の
声
を
受
け
止
め
る
こ
と
に

な
り
ま
せ
ん
。
共
産
党
は
、
請
願
を

採
択
し
国
に
撤
回
を
含
む
再
検
討
を

要
求
す
べ
き
と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

党
議
員
団
は
、
就
学
援
助
の
「
新
入
学

用
品
費
・
通
学
用
品
費
」（
通
称 

入
学
準

備
金
）
の
国
基
準
へ
の
引
き
上
げ
を
求
め

て
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
３
月
31
日
付
で
、
文
科
省

は
小
学
生
２
０
、
４
７
０
円
を
４
０
、
６

０
０
円
に
、
中
学
生
２
３
、
５
５
０
円
を

４
７
、
４
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
通
知
を

出
し
ま
し
た
（
国
基
準
）
。

生
活
保
護
世
帯
は
、
２
０
１
４
年
度
か

給食費無料化の条例を提出　

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

国
基
準
へ
引
き
上
げ
よ

ら
国
基
準
に
引
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。
文

京
区
な
ど
で
は
２
０
１
７
年
度
か
ら
国
基

準
に
改
正
し
て
い
ま
す
。

港
区
で
は
、
共
産
党
議
員
団
が
何
度
も

改
正
を
求
め
て
き
た
結
果
、
予
算
委
員
会

の
審
議
で
、
教
育
長
は
、
「
早
期
に
（
引

上
げ
を
検
討
し
）
そ
の
結
果
を
お
示
し
す

る
」
、
「
平
成
30
年
度
入
学
者
は
、
差
額

分
を
支
給
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
実
現

へ
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

区長提案の予算案に対
し日本共産党の４名で修
正案を提出しました。
総括質問と一緒に修正
案の審議が行われました

が修正案は他会派により否決されました。
予算案の内容は区民の願いに応えるものです。実現に
引き続き取り組んでいきます。

共産党の修正案の主なもの 

①すべての在宅介護保険サービス利用者負担を３％に
引き下げます

②心身障害者福祉手当を１・２級の精神障害者にも支給
③75才以上と18才までの医療費負担を無料にする
④入学支度金を、小学生は 1人２万円、
　　　　　　　　中学校は 1人３万円支給
⑤小・中学校の給食費を無料にする
⑥中学生の修学旅行費５万円を上限に支給
⑦国民健康保険料の均等割を１万円引き下げる
⑧介護保険料の基準額を 1,000 円引き下げる

町会・自治会への支援策が４月から実施されます。

共産党議員団が、条例提案の準備をしつつ、区に質問・提案してきたことが実

現しました。

支援策の概略は、①150人以下の町会・自治会が近隣の町会や商店会と連携し

た合同夏祭りや交流イベントなどの活動を展開するための活動経費。50万円上

限（３年間の時限的取り組み）。

②コンサルタントによるアドバイザー派遣で応援プログラム作成。③町会・自

治会の魅力や地域活動に関する冊子や映像作成。④事業報告書や補助金申請書

などの様式の簡略化などです。

今回の区の支援策では、協働事業への補助対象は、150人以下の町会・自治会

に限定されています。151人から160人の町会も10団体あるのに対象外で、制度

の改善が必要です。

各町会への制度の説明を充分に行うことなどを質問しました。区は、制度の取

り組み例なども含めて説明すると答えました。

町会支援策４月から実施

協働のイベントに上限50万円の補助など

都
立
の
ま
ま
で
の
存
続
求
め
る

東
京
都
は
都
立
病
院
を
都
の
直
営
か
ら
地
方

独
立
行
政
法
人
化
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
広

尾
病
院
を
含
め
８
病
院
が
対
象
で
す
。

都
立
病
院
は
こ
れ
ま
で
も
廃
止
や
統
合
、
独

法
化
に
よ
っ
て
16
の
病
院
が
８
病
院
に
減
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

都
立
病
院
は
救
急
医
療
や
小
児
医
療
、
難
病
、

障
害
者
医
療
、
島
嶼
医
療
な
ど
不
採
算
医
療
や

地
域
医
療
な
ど
公
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

広
尾
病
院
は
都
立
の
ま
ま
で
残
し
て
ほ
し
い

と
渋
谷
区
や
港
区
民
、
病
院
関
係
者
な
ど
が
中

心
に
運
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

港
区
民
も
多
く
利
用
し
て
い
る
た
め
都
立
の

ま
ま
で
残
す
よ
う
都
に
要
請
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

区
長
は
「
区
と
し
て
は
、
区
民
に
対
す
る
質

の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
将
来
に
わ
た
り
確
保

で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も

東
京
都
の
動
向
に
つ
い
て

情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

奨
学
金
を
支
給
す
る
条
例
案 

6
人
で
提
案 

　
　
　
　
　

委
員
会
で
審
議
は
じ
ま
る 

共
産
党
議
員
団
４
名
と
一
人
会
派
２
名
の
区

議
あ
わ
せ
て
６
人
が
共
同
提
出
し
た
、「
港
区

奨
学
資
金
に
関
す
る
請
願
」
の
審
議
が
始
り
ま

し
た
。
審
議
の
中
で
、
他
の
会
派
の
議
員
か
ら

も
、
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
の
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
、
国
や
東
京
都
の
制
度
、
他

自
治
体
の
制
度
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
と

答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
的
理
由
で
大
学

な
ど
に
行
け
な
い
実
態
を
改
善
す
る
こ
と
の
意

義
に
つ
い
て
も
答
弁
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
教
育
委
員
会
の
調
査
と
検
討
を
急
が

せ
、
議
会
と
し
て
も
給
付
型
奨
学
金
の
必
要
性

を
共
通
認
識
に
し
、
実
現
に
む
け
頑
張
り
ま
す
。

大
平
台
み
な
と
荘
の
料
金
値
下
げ
を
要
求

大
平
台
み
な
と
荘
を
よ
く
利
用
す
る
方
か
ら
、

「
料
金
値
上
げ
以
降
、
平
日
な
ら
い
つ
で
も
空

き
が
あ
っ
て
申
し
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
、

「
値
上
げ
の
影
響
と
し
か
思
え
な
い
」
、「
年
金

暮
ら
し
の
唯
一
の
楽
し
み
と
も
い
え
る
、
大
平

台
み
な
と
荘
の
値
上
げ
は
困
る
」
と
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

調
べ
る
と
、
２
０
１
６
年
度
96
・
３
％
だ
っ
た

利
用
率
が
、
値
上
げ
後
は
87
・
５
％
に
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

利
用
者
の
拡
大
、
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら
、

料
金
の
引
き
下
げ
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

担
当
課
長
は
、
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
は

認
め
ま
し
た
が
、「
減
額
利
用
制
度
の
徹
底
や
、

他
の
同
等
な
施
設
と
比
べ
て
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
周
知
す
る
」
と
、
値
下
げ
に

つ
い
て
は
ま
と
も
に
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

巨
大
開
発
推
進
の
ま
ち
づ
く
り
は
「
ま
ち
壊
し
」

区
長
は
所
信
表
明
で
、「
区
の
人
口
は
25
万

人
を
回
復
し
、
９
年
後
に
は
30
万
人
に
達
す
る

予
測
。
税
収
も
増
収
傾
向
が
続
く
見
込
み
」
と

手
放
し
の
喜
び
よ
う
で
す
が
、
一
方
で
深
刻
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
人
口
増
は

大
規
模
開
発
に
よ
る
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

設
ラ
ッ
シ
ュ
に
大
き
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
家
戦
略
特
区
事
業
で
超
高
層
ビ
ル
や
外

国
人
向
け
住
宅
の
建
設
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
こ
れ
ま
で
長
く
港
区
に

住
ん
で
い
た
方
が
転
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
個

人
商
店
が
減
り
商
店
街
も
厳
し
い
状
況
に
な
り
、

街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
の
地
域
か
ら
も
「
地
域
活
動
の
担

い
手
不
足
等
に
よ
り
活
気
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
」
と
の
声
が
出
さ
れ
て
お
り
、
町
会
運
営
も

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

超
高
層
ビ
ル
の
乱
立
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
化
や
ビ
ル
風
な
ど
の
被
害
。
歴
史
的
遺
産

の
破
壊
や
生
物
多
様
性
を
含
む
緑
の
喪
失
。
保

育
園
の
待
機
児
童
増
大
、
小
学
校
の
教
室
不
足

な
ど
深
刻
で
す
。
し
か
し
区
長
は
、
今
後
も
大

規
模
開
発
を
指
導
・
誘
導
す
る
と
し
て
推
進
す

る
姿
勢
で
す
。
大
型
開
発
優
先
の
区
政
転
換
を

め
ざ
し
ま
す
。

郷土歴史館いよいよ開設 11月
郷
土
歴
史
館
が
11
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
白
金
台
の
旧
国
立
公
衆
衛
生

院
の
歴
史
的
建
造
物
を
耐
震
補
強
し

活
用
し
ま
す
。
区
立
が
ん
在
宅
緩
和
ケ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
併
設
で
す
。

御
成
門
の
改
修
を
求
め
よ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
あ
と
わ
ず
か
で
す
。
日
比
谷
通
り
は
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス
に
な
る
計
画
で
、
増
上
寺
周
辺
に
は

多
く
の
外
国
人
や
観
光
客
が
集
ま
り
ま
す
。
二

天
門
の
改
修
が
進
ん
で
お
り
、
残
る
は
御
成
門

だ
け
と
な
り
ま
す
。

早
急
に
、
関
係
者
と
の
協
議
を
進
め
、
改
修

で
き
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
長
は
「
東
京
都
及
び
土
地
所
有
者
等
に
、

改
修
に
向
け
た

働
き
か
け
を
積

極
的
に
行
う
」

と
答
え
ま
し
た
。

羽田新飛行経路案の撤回・再検討を求める請願
共産党は採択を主張。
自民・政策・公明・都民ファで継続

「
早
期
に
結
果
を
示
し
た
い
」…

教
育
長

実
現
へ
大
き
く
前
進

広
尾

病
院

高
校
生
月
１
万
２
千
円
。
大
学
生
月
２
万
円

予算修正（案）提案、他会派が否決

提案権を活用

（2018年港区議会第1回定例会レポート）
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困ったときは
すぐ相談を

弁護士と区議会議員が
ご相談に応じます熊田　ちづ子

総務常任委員/行財政等対策特別
委員/議員団長

風見　利男
保健福祉常任委員/東京オリン
ピック・パラリンピック対策特別副
委員長/議員団副幹事長

いのくま　正一 
区民文教常任副委員長 /交通・
環境等対策特別委員 /議員団幹
事長

大滝　実
建設常任委員長/交通・環境等
対策特別委員/エレベータ等対策
特別委員/議会運営委員
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すぐに改修されたトイレ

ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
む
け
て
訓
練
に
励
む

消
防
団
で
す
が
、
訓
練
場
所
の
確
保
が
難
し

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
民
間
企
業
の
敷
地
や

区
道
や
都
有
地
な
ど
で
訓
練
し
て
い
ま
す
が
、

消
防
団
の
訓
練
場
所
を
確
保
し
て

国
民
健
康
保
険
料
共
産
党
以
外
で
可
決　

区
民
平
均
で
９
３
３
５
円
も
値
上
げ 

学
校
プ
ー
ル
の
温
水

シ
ャ
ワ
ー
設
置
を
急
げ

残
る
は
６
小
学
校 

学
校
プ
ー
ル
の
温
水

シ
ャ
ワ
ー
設
置
を
急
げ

残
る
は
６
小
学
校 

防
災
ラ
ジ
オ
支
給
き
ま
る

党
議
員
団
は
以
前
か
ら
要
求

訓
練
中
に
近
隣
の
住
民
か
ら
「
う
る
さ
い
の

で
止
め
て
く
れ
」
と
苦
情
が
出
て
、
訓
練
が

思
う
よ
う
に
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
区
立
芝
公
園
を
利
用
し
て
の
訓
練

で
は
、一
般
利
用
者
と
の
す
み
わ
け
が
う
ま
く

い
か
ず
、
集
中
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
が
集
中
し
て
訓
練
で
き
る
よ
う
、

民
間
の
土
地
利
用
や
区
有
地
、
都
有
地
な
ど

訓
練
場
所
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
芝

公
園
で
の
訓
練
に
は
一
般
利
用
者
の
す
み
わ

け
を
明
確
に
し
て
集
中
で
き
る
よ
う
質
問
し

ま
し
た
。

区
は
、
積
極
的
に
訓
練
場
所
の
確
保
に
努

め
、
芝
公
園
で
の
訓
練
は
、
消
防
団
の
意
向

を
踏
ま
え
た
訓
練
が
で
き
る
よ
う
対
策
を
検

討
す
る
、
と
答
え
ま
し
た
。

災
害
時
に
区
民
へ
防
災
情
報
を
確
実
に
伝

達
す
る
た
め
、
台
場
地
域
に
限
定
し
て
い
た

防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
を
港
区
在
住
の
世
帯

（
住
民
登
録
世
帯
）で
、
防
災
行
政
無
線
で
の

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
料
制
度
は
、
東
京

都
が
保
険
者
に
な
り
ま
し
た
。
保
険
料
は
、
区

民
の
年
平
均
で
介
護
分
を
含
め
る
と
18
万
４
６

４
６
円
と
な
り
ま
す
。
前
年
度
比
で
９
３
３
５

円
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
高
す
ぎ
て
滞
納
せ
ざ
る
を
得
な
い
方

が
多
い
の
に
、
さ
ら
に
払
い
き
れ
な
い
方
が
出

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

千
代
田
区
で
は
、
独
自
に
財
政
投
入
し
て
、

高
額
所
得
以
外
の
す
べ
て
の
階
層
で
保
険
料
を

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
地
獄
の
シ
ャ
ワ
ー
」
と

い
わ
れ
る
学
校
プ
ー
ル
の
シ
ャ
ワ
ー
、
党
区
議

団
の
提
案
で
温
水
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
が
す
す
ん

で
い
ま
す
が
、
ま
だ
水
の
シ
ャ
ワ
ー
が
残
っ
て
い

ま
す
。

計
画
で
は
、
青
山
小
、
青
南
小
、
白
金
小
、

南
山
小
が
２
０
１
８
年
度
、
御
田
小
が
２
０
１

９
年
度
、
芝
小
が
２
０
２
０
年
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
計
画
を
前
倒
し
し
て
で
も
、
改
善
を
急

ぐ
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
長
は
「
可
能
で
あ
れ
ば
計
画
を
前
倒
し

し
て
、
設
置
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

未
接
種
の
方
へ

接
種
費
用
の
助
成
が
実
現 

風
し
ん
の
法
定
接
種
を
受
け
る
機
会
を
の
が

し
た
２
歳
児
以
上
18
才
以
下
の
区
民
に
対
し
接

種
費
の
助
成
が
２
０
１
８
年
度
か
ら
実
現
し
ま
す
。

子
ど
も
を
風
し
ん
の
感
染
か
ら
守
る
た
め
、

定
期
接
種
の
時
期
に
予
防
接
種
の
機
会
を
逃
し

た
方
へ
の
費
用
を
助
成
す
る
よ
う
質
問
で
取
り

あ
げ
て
き
た
こ
と
が
実
現
し
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
が
提
案
し
た
、「
シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
制
度
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
が
全
会

一
致
で
決
ま
り
、
東
京
都
知
事
へ
提
出
し
ま
し

た
。現

在
、
所
得
の
低
い
方
へ
は
、
パ
ス
購
入
費

は
１
０
０
０
円
。
そ
れ
以
外
の
高
齢
者
は
２
万

５
１
０
円
に
な
り
ま
す
。
所
得
段
階
を
細
分
化

し
購
入
し
や
す
く
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
場
住
民
の
願
い
で
も
あ
る
、「
ゆ

り
か
も
め
」
に
も
パ
ス
が
使
え
る
よ
う
求
め
る

意
見
書
で
す
。
実
現
に
む
け
さ
ら
に
取
り
組
み

ま
す
。

一
方
、
森
友
学
園
の
文
書
改
ざ
ん
疑
惑
を
徹

底
解
明
す
る
意
見
書
案
（
共
産
党
提
案
）
は
、

自
民
党
な
ど
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
ま
と
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

第
７
期
の
介
護
保
険
料
決
ま
る…

党
区
議
団
の
み
反
対

基
準
月
額
６
２
４
５
円
。
11
段
階
以
降
が
値
上
げ 

４
月
か
ら
３
年
間
の
保
険
事
業
計
画
が
発
表

さ
れ
、
介
護
保
険
料
の
改
定
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
第
７
期
の
介
護
保
険
料
基
準
額
６
２
４
５

円
を
維
持
す
る
た
め
に
、
現
在
15
段
階
の
保
険

料
区
分
を
17
段
階
に
拡
大
、
11
段
階
（
合
計
所

得
５
０
０
万
円
以
上
７
５
０
万
円
未
満
）
以
降

の
人
が
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
が
引
き

上
が
る
人
は
６
８
４
２
人
で
す
。

党
議
員
団
は
、
第
1
期
の
基
準
保
険
料
３
０

５
０
円
が
現
在
６
２
４
５
円
と
倍
以
上
に
な
り
、

保
育
園
の
待
機
児
童
数
は
、
第
二
次
の
募
集

で
保
育
園
に
入
れ
な
か
っ
た
方
は
、
３
月
16
日

現
在
、
１
１
５
３
名
に
も
お
よ
び
ま
し
た
。
待

機
児
童
の
解
消
は
区
の
最
優
先
課
題
の
一
つ
で

す
。区

は
、「
様
々
な
努
力
を
し
て
い
る
が
、
人
口

増
と
保
育
需
要
も
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
現

時
点
で
明
確
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

株
式
会
社
が
運
営
す
る
区
内
の
保
育
園
は
、

全
体
の
63
％
に
も
な
り
ま
す
。

区
立
認
可
保
育
園
の
中
で
、
園
庭
が
無
い
、

ま
た
は
都
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
保
育
園
は

74
％
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

運
営
や
保
育
の
質
の
問
題
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
区
は
、
保
育
需
要
に
応
え
る
た
め
、
庭
が

無
い
保
育
園
、
株
式
会
社
運
営
の
保
育
園
を
増

や
し
て
対
応
す
る
方
針
で
す
。
共
産
党
は
、
区

が
直
に
責
任
を
も
つ
区
立
認
可
保
育
園
の
設
置

へ
切
り
か
え
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

住
宅
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
は
、
生
活
環

境
の
悪
化
を
防
止
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
な

区
域
と
期
間
を
指
定
し
、
制
限
す
る
こ
と
を

条
例
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

港
区
の
条
例
は
、
区
内
全
域
で
営
業
可
能

で
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
営
業
が
で
き
な
い

住
居
専
用
地
域
で
も
民
泊
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
学
校
周
辺
で
も
規
制
は
あ
り
ま

せ
ん
。
制
限
す
る
の
は
住
居
専
用
地
域
と
文

教
地
域
の
家
主
不
在
型
で
、
営
業
で
き
る
の

は
３
月
20
日
〜
４
月
10
日
、
７
月
10
日
〜
８

月
31
日
、
12
月
20
日
〜
１
月
10
日
で
す
。

党
議
員
団
は
、
次
の
よ
う
な
心
配
や
問
題

点
が
あ
る
と
提
起
し
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

①
居
住
環
境
の
悪
化
を
招
く
の
で
、
住
居

専
用
地
域
、
学
校
周
辺
や
児
童
施
設
等
で
の

民
泊
は
禁
止
す
る
こ
と
。

②
民
泊
で
問
題
が
発
生
す
る
時
間
帯
は
、

夜
間
や
土
日
祝
日
が
予
想
さ
れ
る
の
に
、
区

の
対
策
は
、
平
日
の
夜
や
土
曜
・
休
日
に
は
、

区
民
が
苦
情
や
相
談
を
す
る
窓
口
設
置
の
計

画
が
あ
り
ま
せ
ん
。
24
時
間
い
つ
で
も
区
民

が
相
談
で
き
る
窓
口
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
①
・
②
と
も
対
応
し
な
い
と
い
う

姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。

条
例
の
目
的
は
「
区
民
の
安
全
で
安
心
で

き
る
生
活
環
境
を
維
持
す
る
」
と
な
っ
て
い

の
に
、
条
例
全
体
が
目
的
と
大
き
く
か
け
離

れ
て
お
り
、
党
議
員
団
は
条
例
案
に
反
対
し

ま
し
た
。

麻
布
米
軍
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
の
撤
去
へ

新
た
な
運
動
を
提
起 

こ
の
間
、
米
軍
の
ヘ
リ
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
の

墜
落
、
部
品
の
落
下
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

23
区
で
唯
一
の
米
軍
基
地
。
麻
布
米
軍
ヘ
リ

ポ
ー
ト
基
地
に
は
毎
日
米
軍
ヘ
リ
が
飛
来
し

て
い
ま
す
。
飛
行
経
路
は
住
宅
や
学
校
や
幼

稚
園
、
保
育
園
の
真
上
、
住
宅
密
集
地
で
す
。

毎
年
、
議
会
と
区
長
が
一
緒
に
、
防
衛
省
や

東
京
都
に
要
請
行
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
基

地
が
あ
る
限
り
、い
つ
墜
落
、
落
下
物
に
よ
る

事
故
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
事
故
が

起
き
れ
ば
、
大
惨
事
と
な
り
ま
す
。

基
地
を
撤
去
さ
せ
る
た
め
に
、
①
毎
年
の

要
請
行
動
に
多
く
の
区
民
に
も
参
加
し
て
も

ら
う
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
。
②
着
陸
、

離
陸
の
際
、
ヘ
リ
パ
ッ
ト
（
着
陸
帯
）
ま
で
一

定
の
高
度
を
確
保
し
、
真
っ
す
ぐ
降
下
す
る

正
規
の
方
法
で
行
う
よ
う
要
請
す
る
こ
と
。

③
５
分
以
上
止
ま
る
場
合
は
、
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
、
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
は
飛
行
し
な
い
よ
う
要
請
す

る
こ
と
を
質
問
し
ま
し
た
。

集
合
住
宅
共
用
部
の

区
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
の
省
エ
ネ
対

策
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
提
示
し
、
長
寿
命
、

電
気
使
用
量
の
削
減
、
環
境
に
優
し
い
と
の

特
徴
も
あ
げ
推
進
し
て
い
ま
す
。
共
産
党
議

員
団
は
、
初
期
投
資
が
高
額
に
な
る
こ
と
か

ら
、「
２
０
１
６
年
度
決
算
特
別
委
員
会
」

で
助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
質
問
。

小
規
模
店
舗
の
支
援
策
と
し
て
、
20
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
た
商
品
券
を
６
千
万
円
分
発

行
し
ま
す
。

「
並
ん
だ
が
買
え
な
か
っ
た
」
、「
抽
選
で
で

き
な
い
の
か
」
等
の
意
見
を
受
け
、
現
在
で
は

販
売
枠
の
一
部
で
す
が
、
区
商
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
を
行
い
、
抽
選
を
し
て

い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
利
用
が
苦
手
な
高
齢
者
は
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。
購
入
し
よ
う
と
思
え
ば
、
早

朝
か
ら
並
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

は
が
き
で
の
申
し
込
み
を
導
入
す
る
な
ど
、

多
く
の
区
民
に
購
入
で
き
る
よ
う
、
区
商
連
と

も
よ
く
相
談
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
抽
選
な
ど

忙
し
い
と
き
に
は
、
港
区
の
責
任
で
人
的
支
援

を
行
う
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

区
長
は
「
港
区
商
店
街
連
合
会
と
協
力
し
な

が
ら
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

特
定
健
診
の
受
診

期
間
の
延
長
求
め
る

4
月
か
ら
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
期
間
が

５
か
月
か
ら
７
か
月
に
延
長
さ
れ
ま
す
。
受
診

期
間
が
延
び
る
こ
と
は
受
診
機
会
の
拡
大
に
つ

支
所
や
区
民
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
の
改
善
を
急
げ

現
在
、
本
庁
舎
、
議
会
棟
の
大
規
模
改
修
が

す
す
ん
で
お
り
、
ト
イ
レ
も
洋
式
で
、
自
動
洗

浄
装
置
付
き
に
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
式
が
良
い
と
い
う
方
も
い
る
の
で
、
全
て

と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
区
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
改
修
を
待
つ
の
で
な
く
、
ト
イ
レ
の
改

善
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

担
当
課
長
は
「
前
倒
し
の
改
善
を
検
討
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

耐
え
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
が
出
す
べ
き
お
金
25
％
を
き
ち
っ
と
出
さ

せ
る
こ
と
。
調
整
交
付
金
は
別
枠
で
支
給
さ
せ

る
こ
と
。
東
京
都
負
担
金
の
増
額
を
さ
せ
る
こ

と
。
そ
し
て
、
区
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
決
断
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
担
当
課
長
は
、「
介
護
保
険
の
財

源
構
成
を
崩
し
、
給
付
と
負
担
の
関
係
を
不
明

確
に
す
る
」
と
拒
否
し
ま
し
た
。

減
額
し
ま
し
た
。
港
区
も
千
代
田
区
と
同
様
に

引
き
下
げ
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。
区
は
、
引

き
下
げ
は
し
な
い
と
冷
た
い
答
弁
で
す
。

党
議
員
団
は
、
区
民
に
対
し
て
制
度
変
更
や

保
険
料
の
説
明
会
は
、
制
度
が
決
ま
る
前
に
行

う
よ
う
以
前
か
ら
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
区
は
、

制
度
が
確
定
し
て
か
ら
４
月
な
い
し
５
月
に
説

明
す
る
姿
勢
を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
が
り
ま
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
期
間
の
延
長
に
合
わ
せ
、

特
定
健
診
期
間
を
延
長
す
る
よ
う
、
医
師
会
と

相
談
す
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

区
長
は
「
ご
指
摘
の
期
間
に
加
え
、
新
規
医

療
機
関
の
確
保
な
ど
、
受
診
機
会
の
拡
大
に
つ

い
て
医
師
会
と
協
議
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

去
勢
・
不
妊
手
術
補
助 

飼
い
猫
は
廃
止

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
助
成
は
３
倍 

区
は
地
域
猫
対
策
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
費
用

に
対
す
る
助
成
を
３
倍
に
拡
大
す
る
一
方
、
飼

い
猫
の
助
成
を
廃
止
す
る
計
画
で
す
。

猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
補
助
制
度
は
、
飼
い

猫
の
屋
内
飼
育
を
原
則
に
１
９
９
２
年
度
か
ら

始
ま
り
、
２
０
０
２
年
度
か
ら
飼
い
主
の
い
な

い
猫
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た

飼
い
猫
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
度
の
補

助
件
数
は
１
２
８
件
も
あ
り
ま
す
。（
飼
い
主

の
い
な
い
ネ
コ
は
２
４
１
件
）
飼
い
主
の
い
な
い

猫
へ
の
助
成
を
拡
充
す
る
か
ら
と
、
飼
い
猫
の

去
勢
・
不
妊
手
術
補
助
の
打
ち
切
り
は
あ
ま
り

に
も
乱
暴
で
す
。
引
き
続
き
補
助
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
が
、
区
長
は
「
飼
い
主
の
責
任
の
も

と
で
、
猫
が
適
正
に
飼
育
さ
れ
る
よ
う
、
啓
発

を
進
め
る
」
と
、
助
成
打
ち
切
り
を
正
当
化
し

ま
し
た
。

情
報
の
入
手
が
困
難
な
世
帯

へ
拡
大
し
ま
す
。
党
議
員
団
は
希
望
者
全
員

に
配
布
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。
自
己

負
担
１
０
０
０
円
（
非
課
税
世
帯
は
無
料
）

２
０
１
８
年
度
か
ら
の
実
施
が
決
ま
り
ま

し
た
。
設
置
費
用
の
４
分
の
１
を
補
助
す
る

も
の
で
上
限
額
１
０
０
万
円
で
す
。

保育園

待
機
児
解
消
と
園
庭
の
あ
る
保
育
園
を
つ
く
る
べ
き…

園
庭
が
無
い
・
基
準
以
下
の
認
可
保
育
園
が
74
％ 

シ
ル
バ
ー
パ
ス
購
入
は
所
得
に
応
じ
た
細
分
化
へ

「
ゆ
り
か
も
め
」
に
も
パ
ス
適
用
を…

意
見
書
を
提
出

ハ
ガ
キ
申
し
込
み
枠
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置
費
助
成
が
実
現

住
居
地
域
で
民
泊
可
能
。
土
・
休
日
は
苦
情
窓
口
な
し 

民
泊
条
例
、
共
産
党
だ
け
が
反
対
で
可
決

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
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すぐに改修されたトイレ

ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
む
け
て
訓
練
に
励
む

消
防
団
で
す
が
、
訓
練
場
所
の
確
保
が
難
し

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
民
間
企
業
の
敷
地
や

区
道
や
都
有
地
な
ど
で
訓
練
し
て
い
ま
す
が
、

消
防
団
の
訓
練
場
所
を
確
保
し
て

国
民
健
康
保
険
料
共
産
党
以
外
で
可
決　

区
民
平
均
で
９
３
３
５
円
も
値
上
げ 

学
校
プ
ー
ル
の
温
水

シ
ャ
ワ
ー
設
置
を
急
げ

残
る
は
６
小
学
校 

学
校
プ
ー
ル
の
温
水

シ
ャ
ワ
ー
設
置
を
急
げ

残
る
は
６
小
学
校 

防
災
ラ
ジ
オ
支
給
き
ま
る

党
議
員
団
は
以
前
か
ら
要
求

訓
練
中
に
近
隣
の
住
民
か
ら
「
う
る
さ
い
の

で
止
め
て
く
れ
」
と
苦
情
が
出
て
、
訓
練
が

思
う
よ
う
に
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
区
立
芝
公
園
を
利
用
し
て
の
訓
練

で
は
、一
般
利
用
者
と
の
す
み
わ
け
が
う
ま
く

い
か
ず
、
集
中
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
が
集
中
し
て
訓
練
で
き
る
よ
う
、

民
間
の
土
地
利
用
や
区
有
地
、
都
有
地
な
ど

訓
練
場
所
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
芝

公
園
で
の
訓
練
に
は
一
般
利
用
者
の
す
み
わ

け
を
明
確
に
し
て
集
中
で
き
る
よ
う
質
問
し

ま
し
た
。

区
は
、
積
極
的
に
訓
練
場
所
の
確
保
に
努

め
、
芝
公
園
で
の
訓
練
は
、
消
防
団
の
意
向

を
踏
ま
え
た
訓
練
が
で
き
る
よ
う
対
策
を
検

討
す
る
、
と
答
え
ま
し
た
。

災
害
時
に
区
民
へ
防
災
情
報
を
確
実
に
伝

達
す
る
た
め
、
台
場
地
域
に
限
定
し
て
い
た

防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
を
港
区
在
住
の
世
帯

（
住
民
登
録
世
帯
）で
、
防
災
行
政
無
線
で
の

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
料
制
度
は
、
東
京

都
が
保
険
者
に
な
り
ま
し
た
。
保
険
料
は
、
区

民
の
年
平
均
で
介
護
分
を
含
め
る
と
18
万
４
６

４
６
円
と
な
り
ま
す
。
前
年
度
比
で
９
３
３
５

円
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
高
す
ぎ
て
滞
納
せ
ざ
る
を
得
な
い
方

が
多
い
の
に
、
さ
ら
に
払
い
き
れ
な
い
方
が
出

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

千
代
田
区
で
は
、
独
自
に
財
政
投
入
し
て
、

高
額
所
得
以
外
の
す
べ
て
の
階
層
で
保
険
料
を

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
地
獄
の
シ
ャ
ワ
ー
」
と

い
わ
れ
る
学
校
プ
ー
ル
の
シ
ャ
ワ
ー
、
党
区
議

団
の
提
案
で
温
水
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
が
す
す
ん

で
い
ま
す
が
、
ま
だ
水
の
シ
ャ
ワ
ー
が
残
っ
て
い

ま
す
。

計
画
で
は
、
青
山
小
、
青
南
小
、
白
金
小
、

南
山
小
が
２
０
１
８
年
度
、
御
田
小
が
２
０
１

９
年
度
、
芝
小
が
２
０
２
０
年
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
計
画
を
前
倒
し
し
て
で
も
、
改
善
を
急

ぐ
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
長
は
「
可
能
で
あ
れ
ば
計
画
を
前
倒
し

し
て
、
設
置
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

未
接
種
の
方
へ

接
種
費
用
の
助
成
が
実
現 

風
し
ん
の
法
定
接
種
を
受
け
る
機
会
を
の
が

し
た
２
歳
児
以
上
18
才
以
下
の
区
民
に
対
し
接

種
費
の
助
成
が
２
０
１
８
年
度
か
ら
実
現
し
ま
す
。

子
ど
も
を
風
し
ん
の
感
染
か
ら
守
る
た
め
、

定
期
接
種
の
時
期
に
予
防
接
種
の
機
会
を
逃
し

た
方
へ
の
費
用
を
助
成
す
る
よ
う
質
問
で
取
り

あ
げ
て
き
た
こ
と
が
実
現
し
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
が
提
案
し
た
、「
シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
制
度
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
が
全
会

一
致
で
決
ま
り
、
東
京
都
知
事
へ
提
出
し
ま
し

た
。現

在
、
所
得
の
低
い
方
へ
は
、
パ
ス
購
入
費

は
１
０
０
０
円
。
そ
れ
以
外
の
高
齢
者
は
２
万

５
１
０
円
に
な
り
ま
す
。
所
得
段
階
を
細
分
化

し
購
入
し
や
す
く
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
場
住
民
の
願
い
で
も
あ
る
、「
ゆ

り
か
も
め
」
に
も
パ
ス
が
使
え
る
よ
う
求
め
る

意
見
書
で
す
。
実
現
に
む
け
さ
ら
に
取
り
組
み

ま
す
。

一
方
、
森
友
学
園
の
文
書
改
ざ
ん
疑
惑
を
徹

底
解
明
す
る
意
見
書
案
（
共
産
党
提
案
）
は
、

自
民
党
な
ど
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
ま
と
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

第
７
期
の
介
護
保
険
料
決
ま
る…

党
区
議
団
の
み
反
対

基
準
月
額
６
２
４
５
円
。
11
段
階
以
降
が
値
上
げ 

４
月
か
ら
３
年
間
の
保
険
事
業
計
画
が
発
表

さ
れ
、
介
護
保
険
料
の
改
定
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
第
７
期
の
介
護
保
険
料
基
準
額
６
２
４
５

円
を
維
持
す
る
た
め
に
、
現
在
15
段
階
の
保
険

料
区
分
を
17
段
階
に
拡
大
、
11
段
階
（
合
計
所

得
５
０
０
万
円
以
上
７
５
０
万
円
未
満
）
以
降

の
人
が
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
が
引
き

上
が
る
人
は
６
８
４
２
人
で
す
。

党
議
員
団
は
、
第
1
期
の
基
準
保
険
料
３
０

５
０
円
が
現
在
６
２
４
５
円
と
倍
以
上
に
な
り
、

保
育
園
の
待
機
児
童
数
は
、
第
二
次
の
募
集

で
保
育
園
に
入
れ
な
か
っ
た
方
は
、
３
月
16
日

現
在
、
１
１
５
３
名
に
も
お
よ
び
ま
し
た
。
待

機
児
童
の
解
消
は
区
の
最
優
先
課
題
の
一
つ
で

す
。区

は
、「
様
々
な
努
力
を
し
て
い
る
が
、
人
口

増
と
保
育
需
要
も
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
現

時
点
で
明
確
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

株
式
会
社
が
運
営
す
る
区
内
の
保
育
園
は
、

全
体
の
63
％
に
も
な
り
ま
す
。

区
立
認
可
保
育
園
の
中
で
、
園
庭
が
無
い
、

ま
た
は
都
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
保
育
園
は

74
％
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

運
営
や
保
育
の
質
の
問
題
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
区
は
、
保
育
需
要
に
応
え
る
た
め
、
庭
が

無
い
保
育
園
、
株
式
会
社
運
営
の
保
育
園
を
増

や
し
て
対
応
す
る
方
針
で
す
。
共
産
党
は
、
区

が
直
に
責
任
を
も
つ
区
立
認
可
保
育
園
の
設
置

へ
切
り
か
え
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

住
宅
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
は
、
生
活
環

境
の
悪
化
を
防
止
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
な

区
域
と
期
間
を
指
定
し
、
制
限
す
る
こ
と
を

条
例
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

港
区
の
条
例
は
、
区
内
全
域
で
営
業
可
能

で
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
営
業
が
で
き
な
い

住
居
専
用
地
域
で
も
民
泊
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
学
校
周
辺
で
も
規
制
は
あ
り
ま

せ
ん
。
制
限
す
る
の
は
住
居
専
用
地
域
と
文

教
地
域
の
家
主
不
在
型
で
、
営
業
で
き
る
の

は
３
月
20
日
〜
４
月
10
日
、
７
月
10
日
〜
８

月
31
日
、
12
月
20
日
〜
１
月
10
日
で
す
。

党
議
員
団
は
、
次
の
よ
う
な
心
配
や
問
題

点
が
あ
る
と
提
起
し
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

①
居
住
環
境
の
悪
化
を
招
く
の
で
、
住
居

専
用
地
域
、
学
校
周
辺
や
児
童
施
設
等
で
の

民
泊
は
禁
止
す
る
こ
と
。

②
民
泊
で
問
題
が
発
生
す
る
時
間
帯
は
、

夜
間
や
土
日
祝
日
が
予
想
さ
れ
る
の
に
、
区

の
対
策
は
、
平
日
の
夜
や
土
曜
・
休
日
に
は
、

区
民
が
苦
情
や
相
談
を
す
る
窓
口
設
置
の
計

画
が
あ
り
ま
せ
ん
。
24
時
間
い
つ
で
も
区
民

が
相
談
で
き
る
窓
口
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
①
・
②
と
も
対
応
し
な
い
と
い
う

姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。

条
例
の
目
的
は
「
区
民
の
安
全
で
安
心
で

き
る
生
活
環
境
を
維
持
す
る
」
と
な
っ
て
い

の
に
、
条
例
全
体
が
目
的
と
大
き
く
か
け
離

れ
て
お
り
、
党
議
員
団
は
条
例
案
に
反
対
し

ま
し
た
。

麻
布
米
軍
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
の
撤
去
へ

新
た
な
運
動
を
提
起 

こ
の
間
、
米
軍
の
ヘ
リ
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
の

墜
落
、
部
品
の
落
下
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

23
区
で
唯
一
の
米
軍
基
地
。
麻
布
米
軍
ヘ
リ

ポ
ー
ト
基
地
に
は
毎
日
米
軍
ヘ
リ
が
飛
来
し

て
い
ま
す
。
飛
行
経
路
は
住
宅
や
学
校
や
幼

稚
園
、
保
育
園
の
真
上
、
住
宅
密
集
地
で
す
。

毎
年
、
議
会
と
区
長
が
一
緒
に
、
防
衛
省
や

東
京
都
に
要
請
行
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
基

地
が
あ
る
限
り
、い
つ
墜
落
、
落
下
物
に
よ
る

事
故
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
事
故
が

起
き
れ
ば
、
大
惨
事
と
な
り
ま
す
。

基
地
を
撤
去
さ
せ
る
た
め
に
、
①
毎
年
の

要
請
行
動
に
多
く
の
区
民
に
も
参
加
し
て
も

ら
う
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
。
②
着
陸
、

離
陸
の
際
、
ヘ
リ
パ
ッ
ト
（
着
陸
帯
）
ま
で
一

定
の
高
度
を
確
保
し
、
真
っ
す
ぐ
降
下
す
る

正
規
の
方
法
で
行
う
よ
う
要
請
す
る
こ
と
。

③
５
分
以
上
止
ま
る
場
合
は
、
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
、
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
は
飛
行
し
な
い
よ
う
要
請
す

る
こ
と
を
質
問
し
ま
し
た
。

集
合
住
宅
共
用
部
の

区
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
の
省
エ
ネ
対

策
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
提
示
し
、
長
寿
命
、

電
気
使
用
量
の
削
減
、
環
境
に
優
し
い
と
の

特
徴
も
あ
げ
推
進
し
て
い
ま
す
。
共
産
党
議

員
団
は
、
初
期
投
資
が
高
額
に
な
る
こ
と
か

ら
、「
２
０
１
６
年
度
決
算
特
別
委
員
会
」

で
助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
質
問
。

小
規
模
店
舗
の
支
援
策
と
し
て
、
20
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
た
商
品
券
を
６
千
万
円
分
発

行
し
ま
す
。

「
並
ん
だ
が
買
え
な
か
っ
た
」
、「
抽
選
で
で

き
な
い
の
か
」
等
の
意
見
を
受
け
、
現
在
で
は

販
売
枠
の
一
部
で
す
が
、
区
商
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
を
行
い
、
抽
選
を
し
て

い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
利
用
が
苦
手
な
高
齢
者
は
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。
購
入
し
よ
う
と
思
え
ば
、
早

朝
か
ら
並
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

は
が
き
で
の
申
し
込
み
を
導
入
す
る
な
ど
、

多
く
の
区
民
に
購
入
で
き
る
よ
う
、
区
商
連
と

も
よ
く
相
談
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
抽
選
な
ど

忙
し
い
と
き
に
は
、
港
区
の
責
任
で
人
的
支
援

を
行
う
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

区
長
は
「
港
区
商
店
街
連
合
会
と
協
力
し
な

が
ら
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

特
定
健
診
の
受
診

期
間
の
延
長
求
め
る

4
月
か
ら
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
期
間
が

５
か
月
か
ら
７
か
月
に
延
長
さ
れ
ま
す
。
受
診

期
間
が
延
び
る
こ
と
は
受
診
機
会
の
拡
大
に
つ

支
所
や
区
民
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
の
改
善
を
急
げ

現
在
、
本
庁
舎
、
議
会
棟
の
大
規
模
改
修
が

す
す
ん
で
お
り
、
ト
イ
レ
も
洋
式
で
、
自
動
洗

浄
装
置
付
き
に
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
式
が
良
い
と
い
う
方
も
い
る
の
で
、
全
て

と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
区
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
改
修
を
待
つ
の
で
な
く
、
ト
イ
レ
の
改

善
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

担
当
課
長
は
「
前
倒
し
の
改
善
を
検
討
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

耐
え
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
が
出
す
べ
き
お
金
25
％
を
き
ち
っ
と
出
さ

せ
る
こ
と
。
調
整
交
付
金
は
別
枠
で
支
給
さ
せ

る
こ
と
。
東
京
都
負
担
金
の
増
額
を
さ
せ
る
こ

と
。
そ
し
て
、
区
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
決
断
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
担
当
課
長
は
、「
介
護
保
険
の
財

源
構
成
を
崩
し
、
給
付
と
負
担
の
関
係
を
不
明

確
に
す
る
」
と
拒
否
し
ま
し
た
。

減
額
し
ま
し
た
。
港
区
も
千
代
田
区
と
同
様
に

引
き
下
げ
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。
区
は
、
引

き
下
げ
は
し
な
い
と
冷
た
い
答
弁
で
す
。

党
議
員
団
は
、
区
民
に
対
し
て
制
度
変
更
や

保
険
料
の
説
明
会
は
、
制
度
が
決
ま
る
前
に
行

う
よ
う
以
前
か
ら
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
区
は
、

制
度
が
確
定
し
て
か
ら
４
月
な
い
し
５
月
に
説

明
す
る
姿
勢
を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
が
り
ま
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
期
間
の
延
長
に
合
わ
せ
、

特
定
健
診
期
間
を
延
長
す
る
よ
う
、
医
師
会
と

相
談
す
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

区
長
は
「
ご
指
摘
の
期
間
に
加
え
、
新
規
医

療
機
関
の
確
保
な
ど
、
受
診
機
会
の
拡
大
に
つ

い
て
医
師
会
と
協
議
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

去
勢
・
不
妊
手
術
補
助 

飼
い
猫
は
廃
止

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
助
成
は
３
倍 

区
は
地
域
猫
対
策
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
費
用

に
対
す
る
助
成
を
３
倍
に
拡
大
す
る
一
方
、
飼

い
猫
の
助
成
を
廃
止
す
る
計
画
で
す
。

猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
補
助
制
度
は
、
飼
い

猫
の
屋
内
飼
育
を
原
則
に
１
９
９
２
年
度
か
ら

始
ま
り
、
２
０
０
２
年
度
か
ら
飼
い
主
の
い
な

い
猫
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た

飼
い
猫
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
度
の
補

助
件
数
は
１
２
８
件
も
あ
り
ま
す
。（
飼
い
主

の
い
な
い
ネ
コ
は
２
４
１
件
）
飼
い
主
の
い
な
い

猫
へ
の
助
成
を
拡
充
す
る
か
ら
と
、
飼
い
猫
の

去
勢
・
不
妊
手
術
補
助
の
打
ち
切
り
は
あ
ま
り

に
も
乱
暴
で
す
。
引
き
続
き
補
助
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
が
、
区
長
は
「
飼
い
主
の
責
任
の
も

と
で
、
猫
が
適
正
に
飼
育
さ
れ
る
よ
う
、
啓
発

を
進
め
る
」
と
、
助
成
打
ち
切
り
を
正
当
化
し

ま
し
た
。

情
報
の
入
手
が
困
難
な
世
帯

へ
拡
大
し
ま
す
。
党
議
員
団
は
希
望
者
全
員

に
配
布
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。
自
己

負
担
１
０
０
０
円
（
非
課
税
世
帯
は
無
料
）

２
０
１
８
年
度
か
ら
の
実
施
が
決
ま
り
ま

し
た
。
設
置
費
用
の
４
分
の
１
を
補
助
す
る

も
の
で
上
限
額
１
０
０
万
円
で
す
。

保育園

待
機
児
解
消
と
園
庭
の
あ
る
保
育
園
を
つ
く
る
べ
き…

園
庭
が
無
い
・
基
準
以
下
の
認
可
保
育
園
が
74
％ 

シ
ル
バ
ー
パ
ス
購
入
は
所
得
に
応
じ
た
細
分
化
へ

「
ゆ
り
か
も
め
」
に
も
パ
ス
適
用
を…

意
見
書
を
提
出

ハ
ガ
キ
申
し
込
み
枠
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置
費
助
成
が
実
現

住
居
地
域
で
民
泊
可
能
。
土
・
休
日
は
苦
情
窓
口
な
し 
民
泊
条
例
、
共
産
党
だ
け
が
反
対
で
可
決

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券



1 面 4 面

共産党議員団は、区議会に学校給食を無料にする条例を提出しました。
議案提案権を活用した提案です。
この条例案は、今後区民文教常任委員会で審議されます。
すみやかに審議し実施できるよう奮闘します。

「
羽
田
空
港
増
便
に
よ
る
都
心
お

よ
び
港
区
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
計
画

の
撤
回
を
含
む
再
検
討
を
国
に
求
め

る
請
願
」
が
白
金
・
高
輪
地
域
の
７

つ
の
町
会
長
と
「
み
な
と
の
空
を
守

る
会
」
か
ら
提
出
さ
れ
、
約
50
人
の

傍
聴
者
が
見
守
る
中
、
交
通
環
境
等

対
策
特
別
委
員
会
で
審
議
し
ま
し

た
。請

願
は
、
国
の
説
明
会
に
参
加
し

た
住
民
の
多
く
は
、
計
画
の
内
容
を

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
「
耐
え
難
い
騒

音
」
、「
落
下
物
事
故
」
、「
不
動
産

価
値
の
下
落
」
な
ど
の
不
安
が
募
っ

た
こ
と
や
、
落
下
物
事
故
が
こ
の
間

多
発
し
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
も
重
大
関

心
事
だ
と
指
摘
し
た
上
で
、
請
願
を

採
択
し
て
「
撤
回
、
再
検
討
を
国
に

要
請
す
る
」
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

審
議
の
中
で
、
自
民
・
政
策
・
公

明
な
ど
は
、
請
願
は
理
解
で
き
る
と

い
う
主
張
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
は

請
願
者
の
声
を
受
け
止
め
る
こ
と
に

な
り
ま
せ
ん
。
共
産
党
は
、
請
願
を

採
択
し
国
に
撤
回
を
含
む
再
検
討
を

要
求
す
べ
き
と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

党
議
員
団
は
、
就
学
援
助
の
「
新
入
学

用
品
費
・
通
学
用
品
費
」（
通
称 

入
学
準

備
金
）
の
国
基
準
へ
の
引
き
上
げ
を
求
め

て
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
３
月
31
日
付
で
、
文
科
省

は
小
学
生
２
０
、
４
７
０
円
を
４
０
、
６

０
０
円
に
、
中
学
生
２
３
、
５
５
０
円
を

４
７
、
４
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
通
知
を

出
し
ま
し
た
（
国
基
準
）
。

生
活
保
護
世
帯
は
、
２
０
１
４
年
度
か

給食費無料化の条例を提出　

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

国
基
準
へ
引
き
上
げ
よ

ら
国
基
準
に
引
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。
文

京
区
な
ど
で
は
２
０
１
７
年
度
か
ら
国
基

準
に
改
正
し
て
い
ま
す
。

港
区
で
は
、
共
産
党
議
員
団
が
何
度
も

改
正
を
求
め
て
き
た
結
果
、
予
算
委
員
会

の
審
議
で
、
教
育
長
は
、
「
早
期
に
（
引

上
げ
を
検
討
し
）
そ
の
結
果
を
お
示
し
す

る
」
、
「
平
成
30
年
度
入
学
者
は
、
差
額

分
を
支
給
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
実
現

へ
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

区長提案の予算案に対
し日本共産党の４名で修
正案を提出しました。
総括質問と一緒に修正
案の審議が行われました

が修正案は他会派により否決されました。
予算案の内容は区民の願いに応えるものです。実現に
引き続き取り組んでいきます。

共産党の修正案の主なもの 

①すべての在宅介護保険サービス利用者負担を３％に
引き下げます

②心身障害者福祉手当を１・２級の精神障害者にも支給
③75才以上と18才までの医療費負担を無料にする
④入学支度金を、小学生は 1人２万円、
　　　　　　　　中学校は 1人３万円支給
⑤小・中学校の給食費を無料にする
⑥中学生の修学旅行費５万円を上限に支給
⑦国民健康保険料の均等割を１万円引き下げる
⑧介護保険料の基準額を 1,000 円引き下げる

町会・自治会への支援策が４月から実施されます。

共産党議員団が、条例提案の準備をしつつ、区に質問・提案してきたことが実

現しました。

支援策の概略は、①150人以下の町会・自治会が近隣の町会や商店会と連携し

た合同夏祭りや交流イベントなどの活動を展開するための活動経費。50万円上

限（３年間の時限的取り組み）。

②コンサルタントによるアドバイザー派遣で応援プログラム作成。③町会・自

治会の魅力や地域活動に関する冊子や映像作成。④事業報告書や補助金申請書

などの様式の簡略化などです。

今回の区の支援策では、協働事業への補助対象は、150人以下の町会・自治会

に限定されています。151人から160人の町会も10団体あるのに対象外で、制度

の改善が必要です。

各町会への制度の説明を充分に行うことなどを質問しました。区は、制度の取

り組み例なども含めて説明すると答えました。

町会支援策４月から実施

協働のイベントに上限50万円の補助など

都
立
の
ま
ま
で
の
存
続
求
め
る

東
京
都
は
都
立
病
院
を
都
の
直
営
か
ら
地
方

独
立
行
政
法
人
化
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
広

尾
病
院
を
含
め
８
病
院
が
対
象
で
す
。

都
立
病
院
は
こ
れ
ま
で
も
廃
止
や
統
合
、
独

法
化
に
よ
っ
て
16
の
病
院
が
８
病
院
に
減
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

都
立
病
院
は
救
急
医
療
や
小
児
医
療
、
難
病
、

障
害
者
医
療
、
島
嶼
医
療
な
ど
不
採
算
医
療
や

地
域
医
療
な
ど
公
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

広
尾
病
院
は
都
立
の
ま
ま
で
残
し
て
ほ
し
い

と
渋
谷
区
や
港
区
民
、
病
院
関
係
者
な
ど
が
中

心
に
運
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

港
区
民
も
多
く
利
用
し
て
い
る
た
め
都
立
の

ま
ま
で
残
す
よ
う
都
に
要
請
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

区
長
は
「
区
と
し
て
は
、
区
民
に
対
す
る
質

の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
将
来
に
わ
た
り
確
保

で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も

東
京
都
の
動
向
に
つ
い
て

情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

奨
学
金
を
支
給
す
る
条
例
案 

6
人
で
提
案 

　
　
　
　
　

委
員
会
で
審
議
は
じ
ま
る 

共
産
党
議
員
団
４
名
と
一
人
会
派
２
名
の
区

議
あ
わ
せ
て
６
人
が
共
同
提
出
し
た
、「
港
区

奨
学
資
金
に
関
す
る
請
願
」
の
審
議
が
始
り
ま

し
た
。
審
議
の
中
で
、
他
の
会
派
の
議
員
か
ら

も
、
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
の
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
、
国
や
東
京
都
の
制
度
、
他

自
治
体
の
制
度
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
と

答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
的
理
由
で
大
学

な
ど
に
行
け
な
い
実
態
を
改
善
す
る
こ
と
の
意

義
に
つ
い
て
も
答
弁
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
教
育
委
員
会
の
調
査
と
検
討
を
急
が

せ
、
議
会
と
し
て
も
給
付
型
奨
学
金
の
必
要
性

を
共
通
認
識
に
し
、
実
現
に
む
け
頑
張
り
ま
す
。

大
平
台
み
な
と
荘
の
料
金
値
下
げ
を
要
求

大
平
台
み
な
と
荘
を
よ
く
利
用
す
る
方
か
ら
、

「
料
金
値
上
げ
以
降
、
平
日
な
ら
い
つ
で
も
空

き
が
あ
っ
て
申
し
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
、

「
値
上
げ
の
影
響
と
し
か
思
え
な
い
」
、「
年
金

暮
ら
し
の
唯
一
の
楽
し
み
と
も
い
え
る
、
大
平

台
み
な
と
荘
の
値
上
げ
は
困
る
」
と
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

調
べ
る
と
、
２
０
１
６
年
度
96
・
３
％
だ
っ
た

利
用
率
が
、
値
上
げ
後
は
87
・
５
％
に
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

利
用
者
の
拡
大
、
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら
、

料
金
の
引
き
下
げ
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

担
当
課
長
は
、
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
は

認
め
ま
し
た
が
、「
減
額
利
用
制
度
の
徹
底
や
、

他
の
同
等
な
施
設
と
比
べ
て
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
周
知
す
る
」
と
、
値
下
げ
に

つ
い
て
は
ま
と
も
に
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

巨
大
開
発
推
進
の
ま
ち
づ
く
り
は
「
ま
ち
壊
し
」

区
長
は
所
信
表
明
で
、「
区
の
人
口
は
25
万

人
を
回
復
し
、
９
年
後
に
は
30
万
人
に
達
す
る

予
測
。
税
収
も
増
収
傾
向
が
続
く
見
込
み
」
と

手
放
し
の
喜
び
よ
う
で
す
が
、
一
方
で
深
刻
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
人
口
増
は

大
規
模
開
発
に
よ
る
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

設
ラ
ッ
シ
ュ
に
大
き
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
家
戦
略
特
区
事
業
で
超
高
層
ビ
ル
や
外

国
人
向
け
住
宅
の
建
設
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
こ
れ
ま
で
長
く
港
区
に

住
ん
で
い
た
方
が
転
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
個

人
商
店
が
減
り
商
店
街
も
厳
し
い
状
況
に
な
り
、

街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
の
地
域
か
ら
も
「
地
域
活
動
の
担

い
手
不
足
等
に
よ
り
活
気
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
」
と
の
声
が
出
さ
れ
て
お
り
、
町
会
運
営
も

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

超
高
層
ビ
ル
の
乱
立
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
化
や
ビ
ル
風
な
ど
の
被
害
。
歴
史
的
遺
産

の
破
壊
や
生
物
多
様
性
を
含
む
緑
の
喪
失
。
保

育
園
の
待
機
児
童
増
大
、
小
学
校
の
教
室
不
足

な
ど
深
刻
で
す
。
し
か
し
区
長
は
、
今
後
も
大

規
模
開
発
を
指
導
・
誘
導
す
る
と
し
て
推
進
す

る
姿
勢
で
す
。
大
型
開
発
優
先
の
区
政
転
換
を

め
ざ
し
ま
す
。

郷土歴史館いよいよ開設 11月
郷
土
歴
史
館
が
11
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
白
金
台
の
旧
国
立
公
衆
衛
生

院
の
歴
史
的
建
造
物
を
耐
震
補
強
し

活
用
し
ま
す
。
区
立
が
ん
在
宅
緩
和
ケ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
併
設
で
す
。

御
成
門
の
改
修
を
求
め
よ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
あ
と
わ
ず
か
で
す
。
日
比
谷
通
り
は
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス
に
な
る
計
画
で
、
増
上
寺
周
辺
に
は

多
く
の
外
国
人
や
観
光
客
が
集
ま
り
ま
す
。
二

天
門
の
改
修
が
進
ん
で
お
り
、
残
る
は
御
成
門

だ
け
と
な
り
ま
す
。

早
急
に
、
関
係
者
と
の
協
議
を
進
め
、
改
修

で
き
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
長
は
「
東
京
都
及
び
土
地
所
有
者
等
に
、

改
修
に
向
け
た

働
き
か
け
を
積

極
的
に
行
う
」

と
答
え
ま
し
た
。

羽田新飛行経路案の撤回・再検討を求める請願
共産党は採択を主張。
自民・政策・公明・都民ファで継続

「
早
期
に
結
果
を
示
し
た
い
」…

教
育
長

実
現
へ
大
き
く
前
進

広
尾

病
院

高
校
生
月
１
万
２
千
円
。
大
学
生
月
２
万
円

予算修正（案）提案、他会派が否決

提案権を活用

（2018年港区議会第1回定例会レポート）
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困ったときは
すぐ相談を

弁護士と区議会議員が
ご相談に応じます熊田　ちづ子

総務常任委員/行財政等対策特別
委員/議員団長

風見　利男
保健福祉常任委員/東京オリン
ピック・パラリンピック対策特別副
委員長/議員団副幹事長

いのくま　正一 
区民文教常任副委員長 /交通・
環境等対策特別委員 /議員団幹
事長

大滝　実
建設常任委員長/交通・環境等
対策特別委員/エレベータ等対策
特別委員/議会運営委員


